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七
月
二
四
日
、「
大
津
の
町
家
を
考
え
る
会
」
が
主
催
す
る
『
萬
塾
』 

 

で
、
明
治
一
三
年
西
欧
の
技
術
者
に
頼
ら
ず
日
本
人
の
手
で
初
め
て
造 

ら
れ
た
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
、
旧
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
（
近
代
化
遺
産
）
を
訪 

れ
ま
し
た
。
そ
の
講
座
の
こ
と
は
今
号
の
『
萬
塾
』
報
告
で
詳
細
が
報 

告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
と
き
気
が
付
い
た
の
が
こ
の
逢
坂
越
え
（
峠
）
を
挟
む
長
等
山 

 

と
音
羽
山
周
辺
に
ト
ン
ネ
ル
が
予
想
以
上
に
多
い
こ
と
で
し
た
。 

今
回
訪
れ
た
「
旧
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
」
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
年
）

に
開
通
し
た
こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
大
津
に
掘
ら
れ
た
最
初
の
ト
ン
ネ
ル
で 

す
が
、
そ
の
後
、
明
治
、
大
正
と
第
一
疏
水
、
第
二
疏
水
、
旧
逢
坂
山 

第
二
ト
ン
ネ
ル
、
京
阪
の
大
谷
ト
ン
ネ
ル
、
現
東
海
道
線
の
上
下
ト
ン 

ネ
ル
と
、
七
ヶ
所
の
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
す
。
さ
ら
に
昭
和
に
な
っ 

て
鉄
道
・
道
路
ト
ン
ネ
ル
が
多
く
開
通
、
ま
た
新
幹
線
、
湖
西
線
と
ト 

ン
ネ
ル
は
瞬
く
間
に
こ
の
周
辺
に
な
ん
と
二
〇
本
近
く
も
の
ト
ン
ネ
ル 

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
大
津
市
全
域
を
み
て
も
本 

当
に
沢
山
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
想
像
し
て
み
ま
し
た 

が
こ
れ
だ
け
ト
ン
ネ
ル
の
多
い
県
庁
所
在
都
市
も
珍
し
い
の
で
は
と
思 

い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
だ
け
ト
ン
ネ
ル
が
多
い
と
山
か
ら
の
湧
水
は
当
然
枯
渇
し
ま
す
。 

 

名
所
絵
図
や
浮
世
絵
に
も
描
か
れ
て
き
た
歴
史
的
に
名
高
い
、
蝉
丸
宮 

の
「
関
清
水
」
、
一
遍
上
人
絵
図
に
描
か
れ
た
「
関
寺
の
湧
水
池
」
、 

走
井
や
長
安
寺
の
滝
、
近
松
寺
の
井
戸
、
三
井
寺
の
閼
伽
井
を
は
じ
め 

同
寺
内
国
宝
庭
園
の
泉
水
も
こ
と
ご
と
く
枯
渇
し
た
そ
う
で
す
。
銭
湯 

人
気
一
番
の
「
小
町
湯
」
も
当
初
は
湧
水
を
利
用
し
て
い
た
そ
う
で
す 

が
、
今
は
地
下
４
５
ｍ
か
ら
汲
み
上
げ
て
お
り
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治 

に
か
け
て
大
津
の
町
な
か
に
あ
っ
た
「
長
安
寺
水
道
」、
湧
水
井
戸
を 

利
用
し
た
「
大
練
寺
水
道
」
等
町
衆
の
た
め
の
水
も
無
く
な
り
ま
し
た
。 
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     【 伊勢参宮名所絵図・大津追分 】 

 

 

 

 

 

 

 

昔から大津は追分から始まり追分に終わる、とにか

く江戸時代の名所絵図や伊勢参宮絵図を見てみますと、

追分の風景が相当賑やかな様子で描かれています。 

 誇張して書かれているのでは？と思われがちですが、

大津歴史博物館の専門家に聞くと、当時の観光案内書

も兼ねていたので誇張ではなく当時の様子をほぼ忠実

に描かれているそうです。 

 現在は、京・山科側から大谷・逢坂山の間と言えば

国道一号線が山際まで迫り、京阪・京津線と名神高速

道路があって、いまは人家も少なく殺風景な街道筋で

特筆すべき商店もありません。 

 

  

 追分の手前になる京街道や伏見街道沿いから賑わい

も徐々に大きくなって横木から大津へ入ると一段と賑

やかで、茶店はもちろん大津絵を売る店や池乃針を売

る店が軒を連ね、売らんかなのかしましい声が響き渡

っていたようです。 

 追分からの大津百町は、当時の町名から見ると、髭 

茶屋町、南追分町、北追分町、下火打町、上火打町と 

続き、京街道からの途中に閑栖寺があって現在も同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ように建っています。閑栖寺には往時の道標や車石 

があって逢坂越えの東海道が再現されています。 

 この閑栖寺、疏水の設計施工に当った田辺朔朗氏が

寄宿されていて、寺域を流れる水路をレンガ敷きにす

るよう指導されたとか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昔の旅人は往きも帰りもこの辺りでは、茶店に寄り

土産物に大津絵、池乃針、走井餅を買い求めていたよ

うです。 

 

 

そして大谷の途中に銀閣寺のお庭と同じ相阿彌が作

庭したと云われるお庭のある月心寺があります。 

ここは、明治になり東海道線が通じ電車が大津まで

走るとなって、かっての賑わいがみるみる寂れていき

ました。 

この頃ここを訪れた、日本画家で有名な橋本関雪は

この月心寺やお庭が解体されると聞くと、当時銀閣寺

の畔に新邸を造営している時でしたが、無理をして買

い取ったと言います。走井を見て驚くのは、本当に綺

麗な冷たい水がいまも湧き出ているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この『瓦版』 

 

 

この所東国より来る人、宇治・ふし見・京への別れ道なり。故に追分と

いふ。これより惣名を逢坂ともまた大津ともいへり。札場の傍らに柳緑

花紅の標石あり。これに添ふたる文。六地蔵・鏡が辻といふ所に標題

なくして文ばかりあり。この追分より大津領にて町つづきなり、針・算

盤・大津絵などの店多し 

 

 

 



本当にいま想像は出来ないですが、大谷界隈は逢坂

越えまで何ヶ所も水が湧き出ていて、何ヶ所かの茶店

では走井餅やお饅が販売され、さらに大津が発祥と言

われる算盤制作をする業者が軒を連ねていたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 算盤発祥片岡家の碑と元祖走井餅本家跡の碑 】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

そもそも『畳信』は、京町通り(東海道)と中町通り

には町家と借家が多くあり需要があると見込まれた北

川信次郎(初代当主)さんが、明治元年に現在の場所で

創業されたそうです。その後、鵜飼さんのお祖父さん

が北川さんのお嬢さんと結婚され、『畳信』は鵜飼畳

店が引継いで今は４代目で、もうかれこれ１５０年に

なるこの界隈でも歴史ある老舗です。現在のご主人が

仕事に就かれた当初はまだまだ畳の需要も多く、お父

さんも腕のたつ一級の職人さんで、店には沢山の職人

さんを抱えておられたそうです。 

 

 

畳は韓国や中国からの到来物ではなく、私達祖先の

知恵が生み出した我が国固有の物で、湿度が高く気象

変化の激しい風土に最も適した敷物として育てられ、

継承されてきました。 

もう今では畳の中を知る人も少なくなってきました

が、まず稲藁を縦横に敷き、締めて畳床を作り、イ草

を織った畳表を張り仕上げます。 

こうした畳は二酸化炭素を吸 

収して、空気を浄化しますから、 

適当な湿気と空気が必要になり 

ます。右の図面は一級品の畳の 

断面図です。①上からイ草表、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②稲藁を横に ③稲藁を縦に ④稲藁を敷詰める 

⑤きり藁を入れる ⑥そしてまた稲藁 ⑦最後に裏面

材となります。しかし、現在ではこんな畳は注文も少

なくお目にかかるのは修繕の時ぐらいです。 

    畳一畳の重さはどれくらい？ 

高級なお座敷やお寺、茶室に使用されたこの様な一

級品の畳ならば一体どれくらいの重さになるのかなと

聞くと、驚きましたなんとその重量は３５～３８キロ

もあるそうで作業場での持運びも大変とのことでした。 

 

鵜飼さんにこれから 

の畳はどうなるのか聞 

いてみました。 

畳は空気や湿気を吸 

う効能がありますが、 

冷暖房の普及によって 

その役目が要らなくな 

ってきました。少し前  【 大津百町館の畳の間 】 

までは新築家屋の場合畳の間は４部屋位はあって二十

畳以上ありましたが、最近の新築家屋はあっても二間

十～十二畳程度で、マンションでは一間四畳半～六畳

と激減しています。 

 畳は室町時代から武家・公家屋敷や書院造りに広が

りますが、当初は必要なところに畳を移動させて、使

うやり方であったことを見て見ると、これからは昔に

戻って必要に応じて畳が使われる生活様式になってき

ていると思う。すでに琉球畳や半畳タイプなどいろい

ろな畳が作られ量販店で売られているし、またお寺で

も本堂は板の間でイスを並べるところが増えてきてお

り、これから先町の畳屋は減少していくのではないか

と思っているとのお話でした。 

走井は此 ほとり三名水の其一にして 炎暑の時ハ旅行の舌を

潤なり 四時ぼっきつとして涌出し清冷甘味なり 

 

「大津の町家を考える会」が財団からお借りしている 

『まちづくり大津百町館』には、現在“大津間”と呼 

ばれる畳が一階では３２畳分敷かれています。畳の無 

い町家って皆さんは考えられますか？そんな畳の事を 

 ご近所の鵜飼畳店のご主人にお聞きしました。 



 

 

 

 

 ６月１８日 瀬田北小学校の３年生はなんと１９ 

 ０名もの生徒がどっとやってきました。 

○ あけちさんたちには古いものや道具をいっぱい見 

せてもらい、ぼくたちに場所のあんないをしてもらっ

たことはほんとうにかんしゃしています。あけちさん

たちを見て、ぼくもあけちさんたちみたいになりたい

です。             

○ いろんなむかしの事をお 

しえてくれてありがとうござ 

いました。そろばん、いど、 

かまど、アイロン、いろいろ 

むかしの物がわかりました。 

クイズもしてくれてありがと 

うございました。楽しかった 

です。せつめいとかもよく分かりました。 

○ 校外学習で、古い物や、古いへやを見せてくれ 

てありがとうございました。いろいろべんきょうにな

りました。「むかしは、こんなくらしかたをしていて、

こんな物をつかっていたんだなぁ」とおもいました。 

これからも、おからだに気をつけてがんばってくださ

い。そして、１１５才の家もまもってあげてください。 

○ ぼくはイドやかま、くら、を見せてもらいました、 

１１５才の家は、本物の家なので楽しかったです。ぼ

くは家族といっしょに来たいです。クラは大事な物を

入れる場所ということがわかりました。むかしのアイ

ロンクイズもおもしろかったです。クイズにひっしに

なって楽しかったです。 

○ 校外学習の時はお世話になりました。古い物をわ 

ざわざ見せてくださって本当にかんしゃしています。

はじめて百町館に行った時は「どんな所だろう」とド

キドキしていました。古い物をせつめいしてくれてと

てもよくわかりました。 

○ このまえはふるい物を見せてくれてありがとうご 

ざいます。私はふるい物を見るのが大すきです。わた

しはイドを見たことがなかったので「見たいなぁ」と

思っていました。でもイドも見れたし、イドの水もさ

われてすごくうれしかったです。ほかにもむかしの物

がいっぱいあったのでびっくりしました。わたしもむ

かしの物をあつめていきたいとおもいました。 

○ 皆さんにむかしのことをいろいろ教えてもらい、 

すごくよくわかりました。むかしはイドから水をくん

でいたとわかりました。もしかするとむかしはとても

すごしにくい時代だったのかなぁと思いました。 

 

 

 

○ むかしの事やあんないをしてくれてありがとうご 

ざいました。おかげでむかしのイドの事やむかしのア

イロンの事がわかりました。見せてくれてありがとう

ございます。 

○ 六月に古い家の所を見せてくれてありがとうござ 

います。戦争がおこったのによく家がたえてすごいと

思いました。１１５歳でしたよね、ずいぶんとしをと

っているんですね。いろんなへやを見せていただきあ

りがとうございました。お体を気をつけてまたいつか

おあいしましょう。 

 

 

 ６月１９日 藤尾小学校の３年生は前日の瀬田 

 北小学校と違い２９名ゆっくり説明できました。 

○ 先日社会科の学習でお話をうかがった藤尾小学校 

３年１組の者です。この間は仕事の時間中なのにしん

せつに答えてくださって本当にありがとうございまし

た。イドたいけんをさしてくださってありがとうござ

います。 

○ あつい日がつづきますが、お元気にすごされてい 

ますか。百町館は、大津のれきしがいっぱいつまって

いる場所だなぁと思いました。これからもお体に気を

つけてお過ごしください。 

○ この間は、お仕事の時間中なのに色々おしえてく 

ださって本当にありがとうございました。わたしは黒

でんわがとてもおもしろいとおもいました。 

○ この間は、しつもんにも答えてくださって本当に 

ありがとうございました。イドが５メートルもあるこ

とをおしえてくださってありがとうございました。 

また、行くきかいがあったら行きたいです。 

○ この間うかがった藤尾小学校３年１組のものです。 

質問に答えてくださって本当にありがとうございまし

た。はじめて知ったことがたくさんありました。わた

しはむかしのものを見れてうれ 

しかったです。        

○ この間はいろいろな物を見 

せてくださって、本当にありが 

とうございました。いろいろな 

話がきけてうれしかったです。 

いどの水がつめたくてびっくり 

しました。 

○ この間は色んなものを見せてくれて、本当にあり

がとうございました。こんなに色んなものがあるとは 

じめて知りました。 
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                  今回の「旧逢坂山

トンネル探訪」は２

０１１年の『萬塾』               

でも実施しました。               

                その時も大好評で

したが、今回も計画                                               

                 をして募集したとこ

ろ、直に定員(25名)オーバーのキャンセル待ちとなりまし

た。地元中央学区の皆さんへの案内が遅れたため、参加申

込みされた方には大変ご迷惑をお掛けしました。 

当日は、２５名（他幼児１名）が、上栄町駅に集合して

トンネルに向かいました。 

 旧トンネルは現在京都大学が 1970 年に地震予知研究を

目的に「京都大学防災研究所付属地震予知センター逢坂山

観測所」が設立されました。 

前回同様、今回もここで観測・研究されている森井先生

に案内をお願いしました。森井先生は自ら作成されたパネ

ルを前にして地震観測所としての役割や計測器について

の説明。その後全員ヘルメットを装着し、トンネル前で各

自の氏名と入坑時間を記入して入坑しました。 

 トンネル内 

は頭上からは 

地下水がポタ 

リポタリ、内 

壁は蒸気機関 

車の吐く煙に 

よるススが真 

っ黒にこびり 

付いています。 

 内部は気温１４℃～１５℃としばらく居ると寒くなっ

てきます。湿度は９０％以上という状態。このトンネル内

に昭和２０年の終戦間際に三菱の工場が移設され女学生

が勤労奉仕で働いていたそうです。この環境での労働は大

変だっただろうと先生は話されていました。 

      当日の参加者の感想  

 ちょっとした地底探検の雰囲気でした。 

明治 10年代の前半に、生野銀山の鉱山労働者たちに

よって、ほぼ手堀でつくられたトンネルが、戦前にその

役割を終え、いまは地殻変動の観測所として利用されて

いるとのこと。思わぬ第２（戦時中の工場をいれると第

３か）の人生を歩むトンネルに、数奇の運命を感じまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この講座は、古くからある地元の「大津祭」の事

を知りたいとの声を聞き開催したものです。 

 当日は曳山連盟の中野さんを講師に迎え１６名の

参加者がお話に聞き入りました。講師は最近まとめ

られた「大津曳山祭総合調査報告書」他「四宮祭礼

牽山永代傅記」等をレジュメに、いろいろ江戸時代

からの祭りの移り変わりや当時のエピソードを交

え、二時間近くに亘ってお話をお聞きしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      祭の原型はいつ頃？ 

大津祭が現在の様な型になったのは、四宮祭礼牽

山永代傅記に「寛永１５年（1638）より、三ツ車を

付け候て、丸太材木をかり、祇園会鉾形の山を立て、

梶取り手木遣を雇い、毎年神事に牽き渡し候こと・・」

書かれています。 

    朝鮮通信使がお江戸へ日延べ 

 「正徳元年（1711）９月１日神事のところ、８月

２６日朝鮮国より献上の馬鷹大阪着船、９月１日こ

の大津通行これ有るべく様子につき、神事引き伸ば

しのところ、情報が違っていて通信使は９月１２日 

に大津通行ゆえ、９月７日に神事これあり候・・」 

お侍様が通られるときは笠を取る 

 「牽山の儀、町々の印し付け古来より笠をきせ相

渡り候ところ、御役方様出役これある所にて出張り

なされ候間、山引点頭笠これまで政道いたしとらせ

相きたりそうらえども多くこれあり、人込雑集中に

て相取らせ候儀甚だ混雑いたし、また雇い人の者ど

もゆえ乱髪長髪ども多くこれあり、甚だ見苦しき候

により、この段笠を取らなくてもいいように、申し

上げたところ、当年よりかむり成りにてとらずでも

相渡り候・・」 

このように江戸時代から現在まで、色んな話題が

あったことが良く分かり、大津祭約４００年の歴史

を勉強することが出来た講座でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 
 

 

川
口
公
園
の
京
阪
電
車
の
す
ぐ
横
に
、
ガ
ラ
ス
工
房
が 

で
き
て
い
ま
し
た
。
以
前
、
２
階
で
帆
布
の
鞄
を
作
っ
て 

お
ら
れ
た
方
が
お
ら
れ
た
建
物
の
一
階
で
す
。
鞄
屋
さ
ん 

は
ど
こ
に
行
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

小
さ
な
お
店
の
左
半
分
に
バ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
て
ガ
ラ
ス 

工
房
、
右
半
分
は
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
バ
ー
に
な
っ
て 

い
ま
し
た
。 

お
話
を
聞
く
と
、
や
っ
て
い
る
の
は
湊
秀
樹
さ
ん
と
い 

 
 

う
方
で
、
２
０
歳
代
は
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
や
っ
て
い
て
、 

 
 

３
０
歳
頃
か
ら
ガ
ラ
ス
を
始
め
て
、
小
樽
、
長
浜
で
修
行
を
し
て
、
東
京
ガ
ラ
ス
工
芸
研

究
所
を
卒
業
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
８
年
前
に
大
津
に
来
て
、
最
近
こ
の
お
店
を
オ
ー
プ
ン

さ
れ
ま
し
た
。
自
ら
手
作
り
で
お
店
に
す
る
ま
で
３
ヶ
月
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

作
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
バ
ー
ナ
ー
で
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
、
電
気
炉

で
器
も
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
結
構
大
き
な
器
も
作
れ
る
そ
う

で
す
。
瀬
田
の
ガ
ラ
ス
作
家
大
下
さ
ん
の
後
を
継
い
で
、
三
橋

節
子
美
術
館
の
ガ
ラ
ス
教
室
の 

講
師
を
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
器
を
デ
ザ 

イ
ン
し
て
注
文
す
る
と
作
っ
て 

い
た
だ
け
ま
す
。
と
っ
て
も
お 

洒
落
な
お
店
で
、
お
勧
め
で
す
。 

場
所 

浜
大
津
３
丁
目
８
番 

３
で
す
。
ガ
ラ
ス
ス
タ
デ
ィ
オ 

の
オ
ー
プ
ン
が
、
土
・
日
曜
日 

１
３
時
～
、
バ
ー
の
オ
ー
プ
ン 

が
水
～
土
曜
日
２
０
時
～
０
時 

で
す
。
連
絡
先 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９ 

０ 

２
０
４
１ 

３
９
２
０
番 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

今年になって「大津の町家を考える会」に貴重

な本を故川端三郎様より寄贈頂きました。 

 一つは昭和５３年発行の「大津市史全１０巻」、

そして最近に発行されたカラー写真の豊富な「大

津の歴史上、下巻」 

他にも大津絵関連本 

等もあります。あり 

がとうございます。 

 

 

 

 

         １０月は大津祭本番、まちづく

り「大津百町館」がいちばん賑 

わう時期です。今号で取上げた畳とトンネル＆湧 

水の話については、内容が濃く沢山書くことがあ 

ったのですが限られたスペースであったため中途 

半端となりました。今後の号で改めて掲載できれ 

ばと考えています。     [ Ｋ．Ａ ] 

 

 

 

 

 

                この秋、１７，１

８              ８日のジャズフェス

を              を始まりにいろんな 

               形の音楽会が開催さ

れ              れます。 

                 

 

まちなかの無料ジャ 

ズライブはそれこそ 

無数に！そして有料 

のライブ＄コンサー 

トも多くあって、そ 

の選択に苦労するほ 

どです。また、大津 

駅前にはおもてなし 

オープンカフェも出 

店されるそうです。 

                 


